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46.ネギハモグリパエとその寄生蟻 CJI瀬英爾 ・気賀沢和男と共著〉植物防疫8(7) : 306 
-307 (1954). 
-2ー
47. レンゲ害虫の生態に関する研究. (望月正己・山内昭と共著〉北陸農業研究 3(1) : 67 
-83 (1955). 
48. ヤサイゾウムシに関する研究第 1報幼虫の摂食活動の日週性その他2-3の問題.
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